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本では 2000 年ごろから e-learning 普及とともに注目を浴びるようになりました。最初
のアクティビティーでは、授業に関する悩み /問題を個々に書き、グループで共有しま
した。その問題を解決する手法としてARCS モデルについてのレクチャーがありまし
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